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【産婦人科】休日診療時間 午前9時～正午、午後 1時
～5時
※ 当番医は変更になる場合もあります。受診前に必ず電話
でお問い合わせください。受診は急患のみです

3月5日（日） 桜公園クリニック　 446-3950
戸田市新曽南3-1 2 -1 8

3月 1 2日（日） 西村レディースクリニック  447-531 1
戸田市本町3-1 5 -2 1

3月 1 9日（日） 戸田中央産院　 444 -1 1 81
戸田市上戸田2 -26 -3

3月2 1日（祝・火）岩沢レディースクリニック　 445-4103
戸田市本町4 -1 7-28　WINビル301号

3月26日（日） 戸田中央産院　 444 -1 1 81
戸田市上戸田2 -26 -3

4月2日（日） 蕨市立病院　 432-2277
蕨市北町2 -1 2 -1 8

4月9日（日） 白石はなももレディースクリニック　 434 -4809
戸田市新曽2200-2 ロイヤルメドゥ北戸田2F

休日・平日夜間の診療機関（急患）
かかりつけ医を持ち、早めの受診を心掛けましょう
※休日・平日夜間の診療機関は、診療時間内に受付を済ませてください

【内科・小児科】 ※詳しくは蕨戸田市医師会ホームページをご覧ください
戸田休日・平日夜間急患診療所
●蕨戸田市医師会館となり　 445-1 130
休日診療日　3/5、1 2、19、2 1、26
休日診療時間　午前9時～正午、午後 1時～5時
平日夜間診療月　3月（奇数月）
毎週月～金曜日の平日夜間診療時間
午後7時30分～10時30分　※休日を除く
蕨休日・平日夜間急患診療所
●蕨市福祉・児童センター内　 431 -261 1
休日診療日　4/2、9
休日診療時間　午前9時～正午、午後 1時～5時
平日夜間診療月　4月（偶数月）
毎週月～金曜日の平日夜間診療時間
午後7時30分～10時30分　※休日を除く
【小児科】※平日夜間診療時間のあと
毎週月～金曜日の平日夜間診療時間　午後 10時30分～翌朝7時
※受診される場合は、必ず事前に各医療機関に電話でお問い合わせください
月・水・木・金曜日　●戸田中央総合病院（戸田市本町 1 -19-3　 442-1 1 1 1）
火曜日　●済生会川口総合病院（川口市西川口5-1 1 -5　 253- 1551）

新型コロナのPCR検査は行っていません。

医療だより

子どもの睡眠障害について
コラム

県精神科救急情報センター　  048-723-8699（ハローキューキュー）
夜間・休日に、精神疾患を有する方や、その家族などからの緊急的な精神科医療
相談を電話で受け付けています。相談内容から適切な助言を行い、必要に応じて
医療機関の紹介を行います。非通知設定の電話はつながりませんので、番号を通
知できる電話でお掛けください（県在住者が対象）。
受付時間　月～金曜日：午後5時～翌朝8時30分、
 土・日曜日、祝日：午前8時30分～翌朝8時30分
問い合わせ　県立精神保健福祉センター　 048-723-3333

診療科目
●  内科、小児科、消化器内科、神経内科、呼吸器内科、整形外科、耳鼻咽喉科
診療科目によっては、診療日が決まっている場合があります

受付時間
● 月曜日 午前8時30分～1 1時30分、午後2時～5時
● 火～金曜日 午前8時30分～1 1時30分、午後1時30分～5時
● 土曜日 午前8時30分～1 1時30分、午後1時30分～4時
● 予防接種：月・水・金曜日（要予約）

市民医療センター
戸田市美女木4-20-1

 421-41 14　FAX 421-4218
国際興業バス 西川口ー北戸田線 
●「市民医療センター」下車
tocoバス（美笹循環） 
●「市民医療センター」下車

（コンパル）

救急電話相談
（ダイヤル回線、IP電話、PHS、
都県境の地域でご利用の場合）048-824-4199♯7 1 19

24時間相談対応　年中無休
年齢を問わず、急な病気（発熱、下痢、おう吐など）やけがの家庭での対処方法
や医療機関の受診の必要性について、看護師が電話で相談に応じます。判断に迷
ったときは気軽にご連絡ください。緊急に医療機関の受診が必要な時は、受診可
能な医療機関（歯科を除く）を案内します。
※ 県AI救急相談も行っています。電話が苦手な方でも気軽に相談でき
ます。県医療整備課のホームページか右のQRコードから、スマート
フォンやパソコンでご利用ください。この電話相談およびAI救急相談
は助言を行うもので、診断や治療を行うものではありません
問い合わせ　県医療整備課　 048-830-3559

　コロナ禍となって約3年が経過しますが、子ども
たちにとっては、心理的ストレスや活動量の低下、
運動不足、スマホ・ゲームなどのスクリーンタイム
の増加など生活様式が変化し、心身にさまざまな不
調をきたしやすい状況が続いています。
　そのひとつに睡眠障害があります。特に睡眠時間
帯の後ろへのずれ（睡眠相の後退）はすべての子ど
もたちに起こりやすい状況となっており、朝起きづ
らいなどの症状がみられる起立性調節障害などの心
身症や神経発達症（発達障害）の随伴症状としても
増加している傾向があります（起立性調節障害につ
いては令和4年1月号に記載）。
　対策としては、子どもたちの夜のスマホやゲーム
の時間を制限する、静かな環境を保つなど睡眠環境
を整える、午前中から外の光を浴びるようにするな
ど、生活リズムの調整が大切です。どうしても改善
しない場合には睡眠リズムを整える薬物治療も効果
的です。
　子どもの睡眠についてお困りの場合には医療機関
に相談することをおすすめします。当センター小児
科でも、起立性調節障害や睡眠障害などの専門的な
診断や治療を行っています。

戸田市立市民医療センター
小児科　軍
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市長が市内のさまざまな場所を取材し、紹介するコーナーです。
市長が全力で市内を巡り、皆さんの声を聴き、キラリと輝く戸田の宝を発掘します。

戸田フーズ株式会社第27回

戸田フーズ株式会社
1993年に創業し、今年で創業30年目を迎える食品製造を行う企業。主に
お弁当、おにぎり、調理パン、麺類などを製造し、ファミリーマートに供給
しています。中食メーカーとして「良品づくり」を基本方針とし、徹底した
衛生管理のもと、お客さまに安心・安全を届け、「おいしい」と満足しても
らえる商品づくりを日々追求しています。

市長が市内の企業や事業所など、皆さんのところへ取材に行きます。
申し込みは市長公室（内線423）まで。

 創業30年、商品開発から製造まで手掛けるデイリーメーカー
いつでもどこでも手軽に買えて便利な、コンビニのおにぎりやお弁当。その商品をつくってい
る工場が、戸田にあることをご存じでしたか？ 今回市長が取材したのは、ファミリーマートの
お弁当などの製造を手掛ける、戸田フーズ株式会社。まずは商品づくりについて、社長の柴

しば
田
た

 
尚
なお
彦
ひこ
さんにお話を伺いました。戸田フーズでは製造だけでな

く、商品開発も行い、自社で開発したものがヒット商品にな
ることも。人気商品の「和風ツナマヨネーズ」、「鮭はらみ」、
「SPAMむすび」はなんと全て戸田フーズで開発したものだそ
う！ 「コンビニは週1回、毎週火曜日に新商品が入れ替わりま
す。世の中のトレンドや皆さまのニーズを反映しながら、心
からおいしいと言ってもらえる商品づくりを行っています」
と、柴田さんは誇らしげに語ってくれました。

おにぎりの人気No.1は「和風ツナマ
ヨネーズ」。「SPAMむすび」は一昨
年発売してから爆発的に売れたそう。

皆さんと同じ制服に着替え、徹底した衛生チェックをしてお
にぎりやお寿司、お弁当などの米飯を専門につくっている工
場内を見学しました。工場のラインを見学する中で一番驚い
たのは、想像以上に手作業でつくられていたこと。今回は特
別に、お弁当のトッピング作業を体験させていただきました。
慣れた手つきで素早く丁寧に作業をするスタッフに並び、皆
さんと息を合わせながら流れてくるお弁当におかずを乗せて
行きます。工場長の青

あお
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 泰
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明
あき
さんは、「一部機械化はしてい

ますが、盛りつけなどの細かい作業はやはり人の手でつくる
ものには敵わない。お客さまに笑顔で食べていただくために、
丁寧につくっているんですよ」と話します。コンビニの棚に並
ぶ商品の裏には、さまざまな人々の努力や食べる人への思い
やりが込められているのだと改めて気づかされました。

 工場に潜入してお弁当づくりを体験！
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おにぎりの具もひとつひとつ丁
寧に手作業で乗せています。

見学後の試食で、SPAMむす
びをガブリ！ 「スパムとマヨ
ネーズと卵がごはんに絶妙に
マッチして、とてもおいしい！ 
ありそうでなかった商品ですよ
ね。ボリュームもあって食べ応
えたっぷり」と、満足げな市長
でした。

Special photo

商品の入れ替わりが激しいコン
ビニ業界。そこで余ってしまっ
た肉や魚、調味料などの食材は、
フードパントリーを通して埼玉
県の子ども食堂に無償で提供し
ているのだそう。工場での廃棄
を減らし、食料支援にもつなが
るサステナブルな取り組みで地
域に貢献いただいています。

取材を終えて市長は
私たちの生活に身近なコンビニの商品が、地
元・戸田でつくられていることを誇りに思いま
す。最近のコンビニの進化はすさまじく、次々
と新商品が出されて、飽きることなくお手頃価
格でおいしいお弁当が買えるけれど、その裏に
はこうした企業努力や働いている方の想いが隠
されていたことを知ることができ、貴重な体験
となりました。
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